
いちごドリルプリント

中学理科プリント（過去問類似）
気象・天気

名前 得点
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問1 空気を少しずつ冷やしていったときに、空気中の水蒸気が凝結し、水滴に変わり始める温度のことを何というか。 （2020年　徳島公立

入試　類似）

1.  融点 2.  沸点 3.  露点 4.  飽和温度

問2 日本付近において、大陸と海洋の温まり方の違いによって生じる、季節に特有の風を何というか。また、夏にはどのような向
きに風が吹くか、正しい組み合わせを選びなさい。 （2024年　青森公立入試　類似）

1.  季節風であり、海洋から大陸に
向かって吹く

2.  季節風であり、大陸から海洋に
向かって吹く

3.  偏西風であり、海洋から大陸に
向かって吹く

4.  貿易風であり、大陸から海洋に
向かって吹く

問3 北半球にある低気圧の、中心付近における空気の流れと天気の関係について説明したものとして、正しいものはどれですか。
（2025年　島根公立入試　類似）

1.  まわりから中心に向かって反時
計回りに空気が吹き込み、上昇気
流が発生するため、雲ができやす
い。

2.  まわりから中心に向かって時計
回りに空気が吹き込み、上昇気流
が発生するため、天気が回復しや
すい。

3.  中心からまわりに向かって反時
計回りに空気が吹き出し、下降気
流が発生するため、雲が消えやす
い。

4.  中心からまわりに向かって時計
回りに空気が吹き出し、下降気流
が発生するため、天気が悪化しや
すい。

問4 少量の水と線香の煙を入れた丸底フラスコに注射器をつなぎ、ピストンを急に引いたときのフラスコ内の様子と、温度の変化
の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2021年　山梨公立入試　類似）

1.  フラスコ内が白くくもり、温度
が下がる

2.  フラスコ内が白くくもり、温度
が上がる

3.  フラスコ内が透明になり、温度
が下がる

4.  フラスコ内が透明になり、温度
が上がる

問5 気温が25℃で、1立方メートルあたり12.8gの水蒸気を含んでいる空気があります。この空気を徐々に冷やしていったとき、水
滴ができ始める温度（露点）として正しいものはどれですか。なお、1立方メートルあたりの飽和水蒸気量は、5℃で6.8g、
10℃で9.4g、15℃で12.8g、20℃で17.3g、25℃で23.1gとします。 （2022年　大分公立入試　類似）

1.  5℃ 2.  10℃ 3.  15℃ 4.  25℃

問6 天気の観測結果が「雨」であったとき、天気図上では観測地点をどのような記号で表しますか。適切なものを選びなさい。
（2019年　奈良公立入試　類似）

1.  二重丸（◎） 2.  白丸（○） 3.  黒丸（●） 4.  白丸の中に縦線を入れたもの
（⦶）

問7 寒冷前線が通過した直後に気温が急激に低下するのはなぜですか。その理由として適切なものを選択してください。 （2024年　大分

公立入試　類似）

1.  前線の通過後、その地点が暖か
い空気の層から冷たい空気の層へ
と入れ替わるため。

2.  上昇気流が発生することで、上
空の暖かい空気が地表に運ばれる
ため。

3.  前線付近で雲が消え、放射冷却
によって地表の熱が奪われるた
め。

4.  風向きが南寄りに変化し、熱帯
からの暖かい空気が流れ込むた
め。

問8 温帯低気圧に伴う寒冷前線付近では、寒気が暖気の下に潜り込み、暖気を急激に押し上げることで強い上昇気流が発生する。
このときに前線付近で発達する雲の名称と、その雲がもたらす天候の特徴の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2022年　鳥取

公立入試　類似）

1.  積乱雲が発達し、せまい範囲に
短時間の強い雨をもたらす

2.  積乱雲が発達し、広い範囲に長
時間のしとしとした雨をもたらす

3.  乱層雲が発達し、せまい範囲に
短時間の強い雨をもたらす

4.  乱層雲が発達し、広い範囲に長
時間のしとしとした雨をもたらす

問9 気象観測において、天気図に「二重の円」の天気記号を記入する場合、その地点の空の状態（雲量）はどのような条件を満た
している必要がありますか。 （2017年　鹿児島公立入試　類似）

1.  空全体を10としたときの雲の
量が9から10であるとき

2.  空全体を10としたときの雲の
量が2から8であるとき

3.  空全体を10としたときの雲の
量が0から1であるとき

4.  雲の種類がすべて巻雲で構成さ
れているとき
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
露点

空気中に含むことができる水蒸気の最大量を飽和水蒸気量といいます。気温が下がるにつれて飽和
水蒸気量は小さくなっていき、空気に含まれている実際の水蒸気量が飽和水蒸気量と等しくなった
ときの温度を露点と呼びます。この温度を下回ると、水蒸気が水滴へと変化する凝結という現象が
起こります。

問2 答え 1
季節風であり、海洋から大陸に向かって
吹く

夏の間は日差しによって大陸が海洋よりも強く温められる。この温度差によって季節ごとに決まっ
た方向に吹く風を季節風と呼ぶ。温められた大陸上の空気が上昇し、大陸側の気圧が海洋側よりも
低くなるため、空気が海洋から大陸へと流れ込む現象が起こる。

問3 答え 1
まわりから中心に向かって反時計回りに
空気が吹き込み、上昇気流が発生するた
め、雲ができやすい。

低気圧の中心に向かって反時計回りに吹き込んだ空気は、中心付近で行き場を失って上昇気流とな
ります。空気が上昇すると温度が下がり、空気中の水蒸気が凝結して雲が発生するため、一般的に
低気圧の付近では天気が悪くなります。下降気流が発生して天気が良くなるのは高気圧の特徴で
す。

問4 答え 1
フラスコ内が白くくもり、温度が下がる

ピストンを引くとフラスコ内の空気が膨張し、気圧が下がることで温度が低下します。このとき、
温度が露点を下回ると、水蒸気が線香の煙を核として凝結し、小さな水滴となるため白くくもって
見えます。

問5 答え 3
15℃

露点とは、空気中の水蒸気量が飽和水蒸気量と等しくなる温度のことです。この空気に含まれる水
蒸気量は12.8g/立方メートルであり、与えられたデータの中で飽和水蒸気量が12.8g/立方メート
ルとなる温度は15℃であるため、この温度が露点となります。

問6 答え 1
二重丸（◎）

天気図の記号において、天気は中央の円の形で表されます。白丸は「快晴」、白丸の中に縦線は
「曇り」、黒丸は「雪」などと決められており、「雨」の場合は二重丸（◎）の記号を用いて表現
します。

問7 答え 1
前線の通過後、その地点が暖かい空気の
層から冷たい空気の層へと入れ替わるた
め。

寒冷前線は、寒気が暖気を押し上げながら移動する境界線です。前線が通過する前、観測地点は暖
気側に位置していますが、通過した後は前線の後ろ側にある寒気団の中に位置することになりま
す。この空気の入れ替わりによって、地表付近の気温は短時間で急激に低下します。

問8 答え 1
積乱雲が発達し、せまい範囲に短時間の
強い雨をもたらす

寒冷前線では、強い上昇気流によって鉛直方向に大きく発達する積乱雲が形成される。この雲は強
い雨を降らせるが、前線の傾きが急で移動速度も速いため、雨の降る範囲は前線付近の比較的せま
い範囲に限られ、降雨時間も短くなる。広い範囲に穏やかな雨を降らせるのは、温暖前線付近で形
成される乱層雲の特徴である。

問9 答え 1
空全体を10としたときの雲の量が9から
10であるとき

日本の天気図における天気記号は、雲の量（雲量）によって分類されています。雲量が0〜1の場合
は「快晴」、2〜8の場合は「晴れ」、9〜10の場合は「くもり」と定義されており、この「くも
り」の判定基準に達した際に二重の円の記号を記入します。


